




































































































主義の自己修養のパラダイム」にも従ったものとして、ド・バリは評価する［de Bary 1998: 























































































































































































































































































リベラリズムであることを論じている［菊池2011: 22 ― 26］。そこでも引用したが、マリタン
は人間の物質的側面である「個人」と霊的側面である「人格」を区別し、「神の似姿」として
の「人格の尊厳」を重視する。そして、この「人格性は共同へ向かうことが本質的であり」、
その点で人格は「社会全体の目的としての共通善」を目指すものである［Maritain 1990: 197 ―
 198＝1952: 43 ― 45］。また、この共通善には「基本的人権の承認」も含まれるのである［Maritain 










2003: 89 ― 90］。ラスウェル自身はカトリックではないが、カトリックの国際法学者、メイヤーズ・
S・マクドゥーガルとの共著で書いた「法教育と公共政策」という論文では、法教育の目的を「民
主主義的価値の完全な遂行」とし、このことはネオ・トミズムによる自然法の教育でもあり、
「古代の洞察」の復活であるともしている［Lasswell 1948: 24 ― 25＝1950: 28］。また、「民主主義
的道徳」の最高の価値は「個人の尊厳と価値である」というが、これも後では「人間の尊厳」
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